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１．はじめに

近年、材料、設計、施工すべての面にわ

たる合理化を目指し、ＣＳＧ工法を用いた

新たなダム形式の開発が進められている。

このうち材料に関しては分級、洗浄の省略

や河床砂礫以外の材料の利用についての検

討が進められている。滝沢ダムにおいては

工事によって発生する捨土量を減ずるとと

もに、新たな掘削による環境への影響も最

小限に抑えることを目標として本体ダムの

掘削ズリをＣＳＧ材料として用いることと

した。本報文においては、掘削ズリを用い

た場合の品質管理結果について報告する。

２．母材の品質

ダムサイトの地質は中生代四万十帯大滝

層群に属し、ＣＳＧに用いられた母材は主

として粘板岩及び輝緑凝灰岩であり岩級は

D CL 2.7 2.86～ 級である。見掛け比重は ～ 、

吸水率は ～ ％の材料である。ＣＳＧの0.4 2.5

母材は分級せずに利用するのが原則とされて

いるが、ここでは表土や強風化岩に含まれる

細粒分が多量に混入することが予想されたた

め、母材を ～ と ～ に二分級80 20mm 20 0mm

し ～ の材料とセメントを先行して混20 0mm

合する二段階の混合を行った。また細粒分の

付着によるプラントの停止が多く、これを解

消するため途中から河床砂礫の混合を行っ

た。図－１～図－３にそれらの粒度分布の一例を示す。掘削材の粒度は岩種の違いにより

大きく異なっている。分級された材料の混合比率を状況に応じて変化させることで、これ

らのばらつきを少なくすることとした。

３．室内混合試験

上記材料の混合方法を変えた数種類のケースについて室内混合試験を実施した。このう
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図－１ 粒度分布（掘削材 ～ ）80 20mm
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図－２ 粒度分布（掘削材 ～ ）20 0mm

図－３ 粒度分布（河床砂礫）
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ち 含 水 比 と 一 軸 圧 縮 強 度 の 関 係 に つ い て

図－４に示す。強度が最大となる含水比が

存在し、その値は一部を除いて６％前後で

ある 掘削材 ～ ：河床砂礫 ～ ＝。 80 20 80 0 50

： の混合は、ウェットスクリーニングに50

より取り除かれる材料が多く、結果的にセ

メント量がリッチな供試体となったためで

ある。セメント量は である。60kg/m3

４．本施工における品質管理結果

本施工における基本的な配合は河床砂礫

：掘削材＝ ： とし 掘削材の ～50 50 80 20mm、

と ～ の混合比率は ： を基本と20 0mm 50 50

しながら状況に応じて変化させた。

室内供試体による一軸圧縮試験結果を主

要な岩種別にヒストグラムとして図－５に

示す。両者には明瞭な相違が認められる。

この原因としては母材に含まれる細粒分の

量と粒度条件の違いによる締固め密度の違

いが考えられるが、詳細な検討が今後必要

である。また、ボーリングによって採取し

た現場コア（φ ）による圧縮試験結果200

を図－６に示す。平均値は で室内5.78N/mm2

供試体の全体平均値 に比べ大きな2.61N/mm2

値となっている。現場コアに関する湿潤密

度と圧縮強度の関係を図－７に示す。両者

の間にはＲＣ コンクリートと同様に強いD

相関が見られ、密度管理の重要性が改めて

確認される。同時に河床砂礫の混合により強度、密度とも増加したことが認められる。

５．まとめ

本体掘削材をＣＳＧの母材に用いる場合、岩種岩級により異なる粒度の安定をどう行う

かが重要である。また強度の確保のためには含水比の管理を充分に行い、適切な締固めを

行う必要がある。
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掘 削 材 8 0 ～ 2 0 ： 河 床 砂 礫 2 0 ～ 0 ＝ 5 0 ： 5 0
掘 削 材 8 0 ～ 0 ： 河 床 砂 礫 8 0 ～ 0 ＝ 5 0 ： 5 0
掘 削 材 8 0 ～ 2 0 ： 河 床 砂 礫 8 0 ～ 0 ＝ 5 0 ： 5 0
掘 削 材 8 0 ～ 2 0 ： 2 0 ～ 0 ＝ 5 0 ： 2 5
掘 削 材 8 0 ～ 2 0 ： 2 0 ～ 0 ＝ 5 0 ： 5 0 （ 分 級 の み ）
掘 削 材 8 0 ～ 2 0 ： 2 0 ～ 0 ＝ 5 0 ： 5 0  （ ｸ ﾗ ｯ ｼ ﾝ ｸ ﾞ 後 分 級 ）
掘 削 材 8 0 - 0

図－４ 室内混合試験結果
図－５ａ 圧縮強度（粘板岩系）

図－５ｂ 圧縮強度（凝灰岩系）
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図－６ 圧縮強度（現場コア）
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河 床 砂 礫 混 合 （ 材 齢 4 0 日 ）

掘 削 ず り の み （材 齢 4 2 日 ）

掘 削 ず り の み （材 齢 5 9 日 ）

( 材 齢 4 0 日 平 均 値 ）

( 材 齢 4 2 日 平 均 値 ）

( 材 齢 5 9 日 平 均 値 ）

図－７ 湿潤密度－圧縮強度（現場コア）
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